
第２期　歌志内市まち・ひと・しごと創生総合戦略　基本目標・ＫＰＩ集計表　　　　　　　　(令和４年度実績)

戦略の柱　１ 歌志内ならではの魅力ある産業をつくり、雇用を確保する

施策名

①　地域資源を活かした産業・雇用の創出

②　地方創生を担う人材・組織の育成
別添「事務事業評価
総括表」に記載のと
おり

３事業
/R6

コミュニティビジネ
ス等活動支援

「地方創生を担う人材・組織の育成」
については具体的事業の実施には
いたらず、進展していない。新型コロ
ナウイルス感染症の影響により事業
が未実施となった。KPIの目標値達
成に向けて調査を続けていきたい。

・まちづくり講演会

コミュニティビジネ
ス等創業・活動支
援関連事業数

１事業
/H30

０事業 ０事業 ０事業

１人
/５年間
（累計）

コミュニティビジネ
ス等創業支援

コミュニティビジネ
ス従事者数

０人
/H27～30

０人
（R2：0）

０人
(R3：0)

０人
（R4：0）

食（農業・食品加
工・飲食）に関連
した新規雇用者
数

１人
/H27～30

０人
（R2：０）

２人
（R2：2）

１人
（R4：3)

３人
/５年間
（累計）

交流・観光サービ
ス（アウトドア・宿
泊）に関連した新
規雇用者数

３人
/H27～30

３人
（R2：３）

０人
(R3：3)

０人
(R4：3)

５人
/５年間
（累計）

アウトドア関連産
業の育成

「地域資源を活かした産業・雇用の
創出」のため、右欄の事務事業を実
施した。ただし、新型コロナウイルス
感染症の影響により一部の事業は
未実施となった。
新規事業である創業支援事業補助
金及び企業の笑顔応援補助金を継
続し、産業振興に取り組むとともに、
今後もKPIの目標値達成を意識しな
がら、効果的な事業を展開していき
たい。

・創業支援事業補助金 別添「事務事業評価
総括表」に記載のと
おり

・特産品開発支援事業
・農業用水施設整備
・大曲地区農業整備事業
・上歌地区農業基盤整備事業
・うたしない企業の笑顔応援補助金

観光サービス産
業の育成

・道の駅管理運営業務
・観光一般事務
・温泉施設利用促進事業
・温泉施設整備事業
・温泉施設改修事業
・アリーナチロル活用推進事業

食（フード）産業
の育成

・市民祭り実行委員会補助事業

・歌志内塊勢補助事業
・なまはげの会補助事業

観光情報・地域
資源等の情報発
信強化

温泉施設宿泊者
数

15,912人
/H30

4,196人 3,893人 5,193人
17,000人

/R6

R3 R4 R5 R6

179,736人 175,059人 185.598人
350,000人

/R6

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 事業内容

指標名 基準値
実績値

目標値
具体的事業 事務事業名

R2 事務事業名 評価等事業名 今後の取り組み

目標値 歌志内市総合開発審議会所見
R2 R3 R4 R5 R6

1
新規創業・誘致
数

３社
/H27～30

１社
（R2：１）

1社
(R3：2)

３社
(R4：5)

基本
目標

指標 基準値
実績値

３社以上
/５年間
（累計）

　観光事業は、新型コロナウイルス感染症の影響が少しずつ緩和されたことから、観光振興の柱で
あるスキー場については、インバウンド等を取り込めるように事業展開を実施するとともに、チロル
の湯を活用した観光事業の強化に向けて、必要な事業を展開していただきたい｡
　また、創業支援や企業支援を継続し、新たな産業の創出や雇用の増加につながるように、具体
的事務事業を実施し、基本目標を意識しながら事業を展開していただきたい。

2 観光入込客数
325,438人

/H30



第２期　歌志内市まち・ひと・しごと創生総合戦略　基本目標・ＫＰＩ集計表　　　　　　　　(令和４年度実績)

戦略の柱　２ 誰もが定住しやすい環境をつくる

施策名

①　移住促進策

②　居住環境対策

③　若者・子育て世代の雇用環境整備

０人
（R2：０）

０人
（R3：0）

０人
(R4：0)

別添「事務事業評価
総括表」に記載のと
おり

・誘致企業向け住宅管理
・中小企業振興保証融資事業

若者・子育て世代
のためのしごとづ
くり支援

・保証融資利子補給事業

 10人
/５年間
（累計）

女性が働きやす
い環境の整備

「居住環境対策」のため、右欄の事
務事業を実施した。定住促進制度
の利用は目標値よりも多くあること
から継続し、今後もKPIの目標値達
成を意識しながら、効果的な事業を
展開していきたい。

・定住促進助成事業

産業開発促進事
業申請件数

０件
/H27～30

１件
（R2：１）

０件
（R3：1）

１件
(R4：2)

住宅情報の充実

未来技術を活用
した高齢者等福
祉の充実

１件
/５年間
（累計）

中小企業への支
援強化 「若者・子育て世代の雇用の確保」

のため、右欄の事務事業を実施し
た。中小企業支援を中心に、今後も
KPIの目標値達成を意識しながら、
効果的な事業を展開していきたい。

・企業誘致対策事業

Uターン・Iターン
による起業・就業
者数

０人
/H30

別添「事務事業評価
総括表」に記載のと
おり

・住宅改修促進助成事業
・市営住宅等共益費負担

民間賃貸住宅の
充実

・全世代向け木造新築住宅

子育て世代向け
賃貸住宅供給戸
数

０戸
/H30

０戸
（Ｒ2：０）

０戸
(R3：０)

0戸
（R4：０）

移住・定住促進
制度の利用件数

13件
/H28～30

31件
定住促進6件
住宅改修25

件
（R2：31件）

33件
定住促進6件
住宅改修27

件
(R3:64件)

29件
定住促進5件
住宅改修24件

(R4:93件)

20件
/５年間
（累計）

住宅建設等助成
制度の充実

８戸
/５年間
（累計）

居住ニーズに対
応した公的住宅
の提供

ちょっと暮らし体
験利用者数

６人
/H27～30

０人
（R2：0）

２人
(R3：2)

１人
(R4：3)

10人
/５年間
（累計）

移住対策パッ
ケージ化

地域おこし協力
隊員任期終了後
に定住した隊員
数

０人
/H27～30

０人
（R2：0）

０人
(R3：0)

０人
（R4：0）

２人
/５年間
（累計）

移住促進情報発
信等の強化

地域おこし協力
隊制度の積極的
活用

Uターン・Iターン
若者移住者支援

別添「事務事業評価
総括表」に記載のと
おり

・中空知定住自立圏・しごとの魅力発信と

移住スタートアッ
プ支援
移住促進経済支
援

　総合的な就業・移住支援事業

・地域おこし協力隊事業（農林業）

・ちょっと暮らし体験推進事業
・空き家バンク

事務事業名 評価等

・地域おこし協力隊事業（教育文化）

・地域おこし協力隊事業（観光情報発信）

「移住促進策」のため、右欄の事務
事業を実施した。新たな地域おこし
協力隊員を確保し、移住･定住に結
びつくように、今後もKPIの目標値達
成を意識しながら、効果的な事業を
展開していきたい。

・北海道空知地域創生協議会

R3 R4 R5 R6 事業名 今後の取り組み

40.0％
/R6

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 事業内容

指標名 基準値
実績値

目標値
具体的事業 事務事業名

R2

▲39人
/５年間 　定住環境については、地理的及び都市機能の低下等を考えると依然として厳しい状況ではある

が、商業施設の建設による生活環境の向上や宅地分譲の促進などの具体的事務事業の実施によ
る相乗効果を図り、基本目標値を意識しながら、戦略の柱に位置づけた「誰もが定住しやすい環境
をつくる」ために事業を展開していただきたい。

2
本市での住み心
地満足度

24.7％
/H30

- - - -

1 社会動態増減数
▲54人
/H30

▲31人 ▲53人 ▲３８人

基本
目標

指標 基準値
実績値

目標値 歌志内市総合開発審議会所見
R2 R3 R4 R5 R6



施策名

④　関係人口の創出・拡大

100件
/５年間

ふるさと応援寄附
事業による継続
的な関係構築

ふるさと納税寄附
者のリピーター数

57件
/H30

99件
（R2：99）

87件
(R3：87)

53件
（R4:53）

75人
/R6

コーディネート体
制の構築

年間延べ滞在学
生数

54人
/H30

０人 ０人 ０人

「関係人口の創出・拡大」について
は、新型コロナウイルス感染症の影
響により人流に関して大きく制限を
受けたが、制限緩和にあわせて、今
後もKPIの目標値達成を意識しなが
ら、効果的な事業を展開していきた
い。

(実施重点事務事業なし)

地域人材の育成

地域交流事業（う
たみん）の参加者
数

340人
/H30

０人 ０人 ５９４人
350人
/R6

交流学生受け入
れの対策

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 事業内容

指標名 基準値
実績値

目標値
具体的事業 事務事業名

R2 R3 評価等R4 R5 R6 事業名 今後の取り組み 事務事業名



第２期　歌志内市まち・ひと・しごと創生総合戦略　基本目標・ＫＰＩ集計表　　　　　　　　(令和４年度実績)

戦略の柱　３ 子どもを産み、育てやすい環境をつくる

施策名

①　オンリーワンの子育て・教育の実現

②　結婚奨励策

③　出産応援策

おむつ処理用ご
み袋配布率

100％
/H30年 96.6% 96.3% 88.0%

「出産応援策」のため、右欄の事務
事業を実施した。出産しやすい環境
整備に、今後もKPIの目標値達成を
意識しながら、効果的な事業を展開
していきたい。

・妊婦面接指導・妊婦訪問指導 別添「事務事業評価
総括表」に記載のと
おり

・インフルエンザ任意予防接種
出産に対する地
域社会の意識改
革

・妊婦健康診査
妊婦定期健診受
診率

99％
/H30年 97.9% 94.9% 97.2%

100％
/R6

相談・サポート支
援

100％
/R6

働く女性の出産
支援
妊娠・出産に対す
る支援

(実施重点事務事業なし)

10組
/R6

結婚促進対策
「結婚奨励策」については、広域連
携でのイベント開催は未実施。
今後、KPIの目標値達成を意識しな
がら、効果的な事業を検討していき
たい。

 １回以上
/年

結婚に対する支
援

・不妊治療費及び交通費助成事業

・子ども・子育て支援事業

若者交流事業の
開催数

－ ０回 ０回 ０回

婚姻数
５組
/H30

８組 2組 ５組

義務教育学校開
校による満足度

－ － － －

・プログラミング教育の推進

特色ある教育の
推進

・義務教育学校開校に伴う歌志内中学校施設改修

・学校、家庭地域連携協力事業
・高等学校等学習用パソコン購入補助事業

－ －

50％以上
（保護者・児

童生徒）
/R6

・児童館及び学童保育室の設置

・教育関連施設の整備（児童館、児童

　センター、学童保育室の一体化）

経済的子育て支
援

・学力・体力向上対策
・外国青年招致事業(小中学校)

・特別支援教育事業

0-14歳児一貫子
育て・教育

「オンリーワンの子育て・教育の実
現」のため、右欄の事務事業を実施
した。
これら施策を複層的に実施し、今後
もKPIの目標値達成を意識しなが
ら、効果的な事業を展開していきた
い。

・福祉医療費助成事業(子ども医療） 別添「事務事業評価
総括表」に記載のと
おり

・新生児聴覚検査
・小児慢性特定疾病患者等通院交通費助成事業

・子育て用品レンタル費用助成事業

子育て・教育施設
集約化

・認定こども園運営事業
・学校給食費無償化事業
・高等学校等就学支援金
・スクールバス運行事務

子育て応援環境
整備

・修学旅行費用助成事業
・英語検定料助成事業

児童館・児童セン
ター・学童保育室
の一元化

－ － － - Ｒ６

R3 R4 R5 R6

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 事業内容

指標名 基準値
実績値

目標値
具体的事業 事務事業名

R2 事務事業名 評価等事業名 今後の取り組み

13人
/R6

　子育て支援策については、様々な事業により充実させてはいるが、人口減少のほか、未婚化・晩
婚化などにより少子化が進んでいることから、結婚・子育て世代が将来にわたる展望を描ける環境
をつくることが必要である。このため、児童館等一元化施設をはじめ、子育て世帯への経済支援と
ともに定住施策など複層的に具体的事務事業を実施することにより、戦略の柱に位置づけた「子ど
もを産み、育てやすい環境をつくる」ために事業を展開していただきたい。

2
子育て環境の満
足度

就学前：
47.4％、

小学生：35.5％
/H30

－ － － －
就学前：50％
小学生：40％

/R6

1 出生数
６人
/H30

６人 7人 ４人

基本
目標

指標 基準値
実績値

目標値 歌志内市総合開発審議会所見
R2 R3 R4 R5 R6



第２期　歌志内市まち・ひと・しごと創生総合戦略　基本目標・ＫＰＩ集計表　　　　　　　　(令和４年度実績)

戦略の柱　４ 乳幼児から高齢者まで安全で安心して暮らせるコンパクトなまち（コンパクトシティ）をつくる

施策名

①　特色ある魅力的な拠点の形成

②　市街地のコンパクト化と新たな交通ネットワーク形成

③　持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に向けた取り組みの推進

１人年間ごみ排
出量

290.32ｋｇ/人
/Ｈ30

295.06ｋｇ
/人

295.68Kg/
人

300.85Kg/
人

官民連携・自治
体間連携

(実施重点事務事業なし)

274ｋｇ/人
/R6 庁内推進体制の

確立

持続可能な開発
目標（ＳＤＧｓ）の
市民認知度

－ － － － －

豊かな自然環境
の保全

広域連携による
定住環境の確保

200戸
/５年間
（累計）

住宅地の集約化

「市街地のコンパクト化と新たな交
通ネットワーク形成」のため、右欄の
事務事業を実施した。計画的に、今
後もKPIの目標値達成を意識しなが
ら、効果的な事業を展開していきた
い。

・改良住宅解体除却

50％
/R6

市民への普及啓
発

「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の
達成に向けた取り組みの推進」につ
いては、今後もKPIの目標値達成を
意識しながら、総合戦略の各種事業
等の実施により展開していきたい。

別添「事務事業評価
総括表」に記載のと
おり

・住宅改修事業（移転補償費）

市民の暮らしを
支える移動シス
テムの整備

・改良住宅解体除却
・公営住宅解体除却

老朽化した公営
住宅等の解体戸
数

60戸
/Ｈ28～30年

24戸
（R2：24）

24戸
(R3：48)

32戸
（R4：80）

19,000人
（25％増）

/R6 多様な居住環境
の整備

多機能型交流拠
点施設の利用者
数

15,201人
/H30

7,926人
（52.1％

減）

6,213人
（40.8％

減）

10,219人
（67.2％

減）

特色ある魅力的
な交流拠点の整
備

「特色ある魅力的な小さな拠点の形
成」のため、右欄の事務事業を実施
した。新型コロナウイルス感染症の
影響によりコミュニティセンターの利
用に大きく制限を受けたが、制限緩
和にあわせ、今後もKPIの目標値達
成を意識しながら、効果的な事業を
展開していきたい。

・コミュニティセンターの充実 別添「事務事業評価
総括表」に記載のと
おり

・コミュニティセンターの整備

快適かつ安全・
安心して暮らせる
機能・施設の整
備

子育て応援タウ
ンに対する市民
満足度

24.7％
/H30年 － － － － －

50％
/R6

R3 R4 R5 R6

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 事業内容

指標名 基準値
実績値

目標値
具体的事業 事務事業名

R2 事務事業名 評価等事業名 今後の取り組み

２箇所
/R6

　コンパクトシティについては、効果的な行政運営に必要であり、市有住宅の集約を早期に行うとと
もに、支障のない市民生活を維持するために公共交通等の確保や、商業施設設置による交流機
能の付加などを図り、市民の生活満足度を高めるよう具体的事務事業を実施し、戦略の柱に位置
づけた「乳幼児から高齢者まで安全で安心して暮らせるコンパクトなまち（コンパクトシティ）をつく
る」ために事業を展開していただきたい。

2 空き家件数
216件
/H30

21.3％増
(262件)

19.9％贈
(259件)

12.5％増
（243件）

200戸未満
（8％減）

/R6

1
小さな拠点施設
の設置箇所

１箇所
/H30

１箇所 １箇所 １箇所

R6
基本
目標

指標 基準値
実績値

目標値 歌志内市総合開発審議会所見
R2 R3 R4 R5


